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再
発
見
・
牛
久
第
三
十
三
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗く

り
は
ら原

　
功

い
さ
お

　

　
牛
久
音
頭
・
河か

っ

ぱ童
ば
や
し

　
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
校
歌

　
　
―
中
島
が
作
詩
を
担
当
し
た
―

　
中
島
の
遺
稿
に
な
っ
て
い
る『
う
ち
あ
け

話（
平
成
22
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
）』
を
参
考

資
料
に
し
て
、
紙
幅
の
範
囲
で
足
跡
の
一
端

を
記
し
て
み
た
。

　『
牛
久
音
頭
』
の
作
詩
は
昭
和
38
年（
１
９

６
３
年
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
か
っ
ぱ
祭
り
は『
広
報
う
し
く
昭
和
58
年

９
月
１
日
号
』に
大
野
正
雄
町
長（
昭
和
61
年

６
月
に
市
制
を
布し

く
に
伴
い
初
代
の
市
長
に

就
任
）
が
、『
子
供
た
ち
に
は
ふ
る
さ
と
の
思

い
で
を
、
お
と
な
た
ち
に
は
牛
久
町
民
と
し

て
の
連
帯
と
協
調
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
明

る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
よ
う
、
と
の

願
い
で
、は
じ
め
た
も
の
で
す
』と
あ
る
。『
踊

り
パ
レ
ー
ド
』
を
中
心
に
し
た
祭
り
の
第
１

回
は
昭
和
56
年
８
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
老
若
男
女
、
だ
れ

で
も
が
気
軽
に
、
そ
し
て
陽
気
に
踊
れ
る
新

た
な
郷
土
民
謡“
河
童
ば
や
し
”の
歌
と
踊
り

が
創
作
さ
れ
た
。
作
詩
が
中
島
清
治
・
作
曲

は
福
田
正
で
あ
っ
た
。

　『
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
』は
平
成
22
年

各時代の歴史よりこぼれ話

作
詩
家
・
中
島
清
治
追
悼
編

会
社
）の
創
立
記
念
曲『
お
聞
き
下
さ
い
皆

様
よ
』
を
つ
く
り
、
こ
れ
が
津
田
耕
次
の

デ
ビ
ュ
ー
曲
に
も
な
っ
た
。

　
そ
の
当
時
中
島
一
家
は
、
中
島
が
詩
作

り
に
専
念
す
る
た
め
上
京
し
て
い
た
。
15

年
の
年
月
が
流
れ
過
ぎ
て
い
た
が
、
中
島

と
子
供
の
健
康
面
で
医
師
に
田
舎
暮
ら
し

を
勧
め
ら
れ
、
里
帰
り
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、『
う
ち
あ
け
話
』に
よ
れ
ば
、

作
詩
家
の
頂
点
に
到
達
し
た
池
田
充
男
は
、

な
ん
で
も
話
せ
る
、
話
の
分
か
る
兄
弟
子

で
あ
っ
た
。
そ
の
池
田
の
詩
に
よ
る
高
島

忠
夫
・
寿
美
花
代
・
桑
原
友
美
唄『
パ
パ
は

恋
人
』と
、
中
島
の
詩
に
よ
る
桑
原
友
美
唄

『
リ
ン
ゴ
は
い
い
な
ァ
』と
い
う
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
池
田
の
顔
で
生
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
作
曲
家
・
新
井
利
昌

　
　
―
ひ
た
ち
野
う
し
く

　
　
　
　
小
学
校
校
歌
の
作
曲
者
―

　
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
学
校
校
歌
の
作
曲

者
・
新
井
利
昌
は
、
昭
和
６
年（
１
９
３
１

年
）に
埼
玉
県
入
間
郡
鶴
ヶ
島
村（
現
鶴
ヶ

島
市
）
で
出
生
し
て
い
る
。
昭
和
28
年
に

東
洋
音
楽
学
校（
現
東
京
音
楽
大
学
）声
楽

科
卒
業
と
同
時
に
カ
ン
ト
リ
ー
バ
ン
ド
に

加
入
、
そ
こ
で
十
数
年
余
活
動
し
た
。
昭

和
42
年
に
作
曲
活
動
に
転
向
し
て
、
ク

ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
専
属
作
曲
家
と
な
る
。

そ
の
後
フ
リ
ー
に
な
り
、
昭
和
49
年
に

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
主
宰
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

４
月
開
校
で
、
中
島
が
校
歌
の
作
詩
を
担

当
し
た
。

　
中
島
は
、
昭
和
６
年（
１
９
３
１
年
）に
稲

敷
郡
牛
久
村
大
字
新
地（
現
新
地
町
）の
半

商
半
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。
昭
和
20
年（
１

９
４
５
年
）の
８
月
に
日
本
は
大
東
亜（
太

平
洋
）戦
争
に
敗
れ
、
そ
の
翌
年
に
中
島
は
、

牛
久
国
民
学
校（
小
学
校
に
相
当
す
る
）高

等
科
を
卒
業
し
て
東
京
へ
働
き
に
出
る
が

間
も
な
く
体
を
壊
し
た
。
折
も
折
、
歌
謡

誌『
詩
人
座
』発
行
に
誘
わ
れ
、
岡
田
村
大

字
東
大
和
田（
現
東
大
和
田
町
）出
身
の
作

詩
家
板
倉
文
雄
の
門
下
に
入
っ
た
。
当
時

の
世
は
、
板
倉
の
作
詩
で
、
唄
が
真
木
不

二
夫
の『
泣
く
な
片
妻
・
涙
の
夜
汽
車（
作

曲
は
岸
壁
の
母
の
平
川
浪
竜
）』が
大
流
行

し
て
い
た
。
師
・
板
倉
の
も
と
で
兄
弟
子

に
あ
た
る
池
田
充
男
と
出
会
い
交
流
が
始

ま
っ
た
。
池
田
が
岡
田
村
大
字
東
猯
穴（
現

東
猯
穴
町
）の
生
家
在
住
の
こ
ろ
は
、
師
匠

宅
か
ら
の
帰
り
道
、
毎
晩
の
よ
う
に
立
ち

寄
っ
て
、
朝
ま
で
語
り
明
か
し
た
と
い
う
。

　
中
島
の
歌
謡
曲
作
詩
の
振
り
出
し
は
、

浪
曲
師
・
広
沢
菊
春
口こ

う
え
ん演『

姿
三
四
郎
』の

主
題
歌『
姿
三
四
郎
』で
、
昭
和
31
年（
１
９

５
６
年
）の
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
45
日

間
、文
化
放
送
で
夜
10
時
か
ら
放
送
さ
れ
た
。

　
昭
和
38
年（
１
９
６
３
年
）９
月
に
は
ク

ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド（
日
本
ク
ラ
ウ
ン
株
式

　
新
井
が
作
曲
し
た
主
な
発
売
作
品

・
海
峡
ブ
ル
ー
ス
　
唄
北
島
三
郎

・
幸
せ
は
こ
だ
ま
す
る
　
唄
山
田
太
郎

・
長
崎
の
夜
は
む
ら
さ
き
　
唄
瀬
川
瑛
子

・
あ
な
た
を
待
っ
て
三
年
三
月
　
唄
森
昌
子

・
ゆ
ず
り
あ
い
　
唄
石
川
さ
ゆ
り

・
忍
ぶ
雨
　
唄
藤
正
樹

・
夜
霧
が
通
せ
ん
ぼ
　
唄
尾
形
大
作

・
愛
染
か
つ
ら
を
も
う
一
度
　
唄
島
津
亜
矢

・
命
日
　
唄
梶
芽
衣
子

・
お
月
さ
ん
と
う
り
や
ん
せ
　
唄
あ
さ
み
ち
ゆ
き

　
新
井
が
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
主

な
る
歌
手
名
を
あ
げ
て
み
た
。

村
上
幸
子
、
川
野
夏
美
、
山
口
百
恵
、

榊
原
郁
恵
、
真
咲
よ
う
子
、
水
田
竜
子
、

柏
原
よ
し
え
、
松
居
直
美
、
市
川
由
紀

乃
、
永
井
み
ゆ
き
、
大
石
円
、
原
田
ゆ

か
り
、
伊
藤
咲
子
、
沖
雅
也
、
一
文
字

辰
也
、
香
田
晋
、
城
み
さ
子

在りし日の中島清治新井利昌の近影


